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信州 産 ヒ ミズ の 新亜種 に就 きて

八 　　木 　　 貞　　 助

　 ヒ ミ ズ 屬は 本邦 固有の 哺乳類 と認 め られ 、 其 の 既 知 の 種 類及 び 産地 は 次表 の

如 し。

　 1） キ ゥ．シ ウ ヒ ミ ズ

．、 2） ヅ シ マ ヒ ミ ズ

　 3） シ コ ク ヒ ミ ズ

　 4）　　ホ ン シ ウ　ヒ　ミ　ズ
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　 然 るに 昭 和二 年
一

月上 旬 長 野縣 戸臺の 獵 師竹 澤長 衞 は 赤石 山塊の 北 端仙丈岳

と束駒 岳 との 鞍 部 を逋ず る 北澤峠 の 登 山 小 屋 （海 拔約 2000 米 ）に 於 て 、 前表 の

種 類 と著 し き差異 を示 せ る一 新 ヒ ミ ズ の 牝 二 頭 を得 た b 。 予 の入 手 せ る 時 は 死

後 日 を經 だ る爲 、 腹 部 に脱 毛 せ る部 分 あ b き。 予 は 此 れ を次 の 如 く命 名せ ん と
』
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　　標 準 和 名　シ ナ ノ ヒミズ （八 木 貞 助新稱 〕

　 此 の 新 亞種 の ヒ ミ ズ を 既 知 の 四亞 種 に比 較 す る に彼等 が頭 胴杢 長 90 粍 内外

に し て 、 最 小 の もの と雖 SS　70 粍 を超 2 、 其の 尾長 は 李均 27 − 33粍 を 算 する と

は 大 に異 う、 此 に 於 て は 頭 胴全 長準 均 62粍 を示 し著 し く短 く、 反 對1こ尾長 46
，

粍 に 逹 し頗 る長 し。 但 し四肢 の 形 態に 於 て は 敢へ て相 異 を 認め ず 。

　 攻 に本 州産 なる ホ ン シ ウ ヒ ミ ズ との 比 較 を表 示 すべ し 。
此 れは 特 に必 要 な ら

ん と信 ず 。

　　 　　　 　 ホ ン シ ウ ヒ ミ ズ 及 び シ ナ ノ ヒ ミ ズ の 測 定 1：の 比 較表

＿ 讐 」性 1頭 胴 尾 　 　後 足 　 前 足 　 産 　 地 　 灘 定 者
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　　 附記 1． ホ ン シ ウ ヒ ミ ズ と新 亞 種 シ ナ ノ ヒ ミ ズ とは 頭 膕 の 全 長 に 於 て相互 に

●

　 3 ：2 の 比 を な す も、 尾 は 殆 ど 1 ；2 の 比 を 示 せ b
’
。

　　 叉 ホ ン シ ウ ヒ ミ ズ の 脊 の 毛 は 5．5− 6．0 粍 な るに 、
シ ナ ノ ヒ ミ ズ に 於 ては 8・0

　 − 9．0 粍 を算 し著 し く長 く、 且 つ 毛色 に 於 て も相ge　b て 漆 黒 色の もの と黒 色 に

　 稱 よ褐色を帶べ る もの とあ b 。 尾端 の 剛毛 も殊 ｝ζ著 し。

’

　 　 　 　 　 tL

　　 坦上 の 特徴 は ヒ ミ ズ の 何 亜種 に比 す る も明瞭 に此 を區 別 す る を得 しむ べ し。

σ

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　Servloe



The Zoological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Zoologloal 　SOOIety 　of 　Japan

烈）2 雜 録

　尚 ほ習性 に 就 きて見 る に ホ Z シ ウ ヒ ミ ズ は一
般 に 山近 くの 畑地 に 棲息 す る に

對 し、
シ ナ ノ ヒ ミ ズ は 高 山の 深谷 に棲 め るの 差 あ b 。　　　 t

　附記 2・ シ ナ ノ ヒ ミ ズ の 胃中の 食 物 を檢せ しと ころ、 翫 に大部分淌化 し居 b
て 明か 1こは 定 め 難 けれ共 、 顯微鏡 下 の 所見 に 依 れ ば節 足動 物 （毘蟲及 び 蜘 妹 ）の

キ チ ン 質皮 殻の 破 片SZ　CN少量 の 植物靱皮纖 維等 を認め た b 。

　附記 3． 此 の 新 亜 種 は 殉 ほ伊 那 町西 方 權兵 衛峠 附近 に 竜棲息寸る もの の 如 し
。

　附記 4・予 は 本種 に近 くして且 つ 高 山 動 物 と も云 ふ べ き ヒ メ ヒ ｛ズ Dy ？n ＆

co 面 η Pン洫 os傭 TR τ猛 を先年信 州 自馬 岳の 葱 李 （海拔 2700 米 ）に於 て 探 集 した

b 。
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　大 正 十 二 年 四 月余は 滿洲公 主嶺 に 於 て サ ウ ス ダ ウ ン 牝 羊の 結膜 嚢 よ b・一 個の

線 蟲 を探集 し、 之 を檢 す る に ％ θ娠 ゴα 屬 の 雌 蟲な る こ と を知れ 亞。 其の 種 名 に

關 し て は 雄 蟲 を得 ざ る が 故 に確 定 す る を得 ざ る ｛、 本邦 に於 て 未 だ報告 せ られ

n る を知 らざ る を以 つ て
、 記 して諸家 の 教 を 乞 は ん とす 。
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